


①  幼稚園跡地利用について 

（吉羽） 来年 3 月に廃園となる、市立幼稚園の跡地利用の進捗状況は？ 

（市） 現在、市内の公的施設の耐震化や、今後のあり方を検討する会議が行われていて、その作業部会で、この廃園 

後の跡地利用も検討されています。 2 月１日以降、現時まで計６回の作業部会が行われています。 

（吉羽） 地元の皆さんにとっては、とても重要な問題ですから、なるべく早い時期に、市民の皆さんに状況をお伝えできるよう 

に取り組むこと、また、地元の皆さんの意見に耳を傾けることを要望しました。 

②「まちの先生」について 

（吉羽） 今年から始まった新しい事業、「まちのせんせい」の進捗状況や、今後の展開、今後の検討課題は？ 

（市） 今年７月に、平成２１年度前期 「まちのせんせい養成講座」が行われ、現在、３４人の方が登録されています。 

料理や、スポーツ、パソコン、工作、英会話、ヨガ、華道、茶道、マジック、・・・など、多岐にわたる先生方です。今後は、先生 

と派遣を求める団体とのマッチングや、先生自身のスキルＵＰを積極的に行っていきます。 また、今秋以降、平成２１年度後 

期の募集も行います。 

（吉羽） 無償ボランティアで行うのか？有償ボランティアで行うのか？ 寝屋川市には、スポーツを指導するスポーツリーダーズ 

バンク等の人材バンクもあります。１コマ２時間ほどで、２０００円程の有償ボランティアで活動していただいています。同じ社会 

教育部の管轄で、一方は無償、一方は有償であっては、バランスも崩れてしまうし、モチベーションも低下していまいます。私は、 

有償ボランティアにし、交通費や材料費、１コマ２０００円程度の講師料は、受益者負担（派遣を求めた団体）が、準備すべき 

であると意見を述べました。 

③  公営施設の図書についての提案 

市内の中央図書館だけではなく、市の財産である全ての図書について、もっと効果的に収集し、皆さんに活用していただく 

方法を提案しました。まず、市の図書館で人気本になると予想できる本は、事前にホームページや図書館、市の様々な施設 

で、「この本を売ってください！」と告知します。これは、期限を設けて、値段は民間と整合性のとれる価格に設定します。 市の 

図書館に興味がなかった方にも、「古本を売る」という形で、市の図書に協力していただきたいんです。 

なぜかと言うと、中央図書館のような大きな図書館には、現在でもある程度の本が揃っています。しかし、地域のコミュニティ 

センターや保育所、幼稚園、小学校、中学校・・・皆さんが一番立ち寄りやすい場所の図書の現状が、あまりにも可哀相だか 

らです。市の限られた予算で、より多くの書籍を確保したいのです。 

④  教育委員会の夕方の放送についての提案 

夏時間なら、１７時５０分に・・・ 冬時間なら、１６時５０分に・・・「こちらは教育委員会です。気をつけて帰りましょう！」とい 

うお馴染の内容の放送ですが・・・ 市民の皆さんからも、「時間がわかって便利・・・」とか。「もう、帰りやー」と、子どもたちに声を 

かけやすいと好評です。 

しかし、「教育委員会」は馴染みがない。子どもたちには、わかりにくいという声もいただきます。 

例えば、子どもたちにとても親しみのある「子ども見守り隊」での呼びかけや、児童会や、学校の安全委員会などの生徒による 

輪番制で放送テープを用意する。そうすれば、もっともっと馴染みやすいし、子どもたちも楽しいと思います♪ 良いコトは、ドンド 

ン続けていきたい！ しかし、良いコトであっても、ずっと同じ形ではみんなの関心から消えてしまいます。 良いコトは、楽しく続 

けるべきだとの提案です。
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